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蜃気楼に関心のある各地の人たちが集まって2003年

に「蜃気楼研究会」が結成され，この研究会が出版し

たのが「蜃気楼のすべて！」である．日本各地で土

地々々の風景や気象に応じて種々の蜃気楼が見られ，

その蜃気楼について地元の人たちなどが調査・研究の

成果を各自発信してきており，それらの取りまとめと

科学的なメカニズム解説などを合わせて一般読者向け

に綴ったのが本書である．大きさは一般的な判型

（A4，B5など）と異なり，高さ20cm×幅22cmの

107ページであり，各地の蜃気楼のカラー写真などを

ふんだんに載せた写真集とも言える書籍である．

第１部の「蜃気楼とは何か？」で蜃気楼の見える理

由を大気の冷気層と暖気層が鉛直に重なる時の境界層

での光の屈折で簡単に説明している．冷気層が下の場

合は上位蜃気楼，暖気層が下のときは下位蜃気楼にな

ると．上位蜃気楼の写真や下位蜃気楼の浮島現象や逃

げ水の写真を紹介した後，地平線近くの太陽や月の変

形も蜃気楼の一種であると説明している．

第２部の「蜃気楼を見に行こう！」は各地の蜃気楼

の紹介がメインである．蜃気楼研究会の各地の著者達

の活動地域に応じてご当地の蜃気楼におのおの１章ず

つ割り当てられていて，蜃気楼のカラー写真を併せて

出現場所の地理情報や出現の気象条件が形成されるメ

カニズムなどが解説されている．ご当地蜃気楼は，順

に第５章：魚津（富山県），第６章：琵琶湖（滋賀

県），第７章：小樽（北海道，日本海），第８章：斜里

（北海道，オホーツク海），第９章：苫小牧（北海道，

太平洋），第10章：東北地方の湖，猪苗代湖（福島），

十和田湖（青森，秋田），田沢湖（秋田），第11章：大

阪湾（大阪府，兵庫県）の全部で７章である．伝説・

伝承の域を出ず，メカニズムもわかっていない八代海

（熊本県）の不知火にも非常に短い第12章があてられ，

秦の始皇帝が見たという記録のある黄海の蜃気楼やそ

れに関連した東隣の渤海に面した蓬莱（山東半島の北

側）の蜃気楼（古くから有名）にも短い第13章があて

られている．第14章で蜃気楼の別称として使われるイ

タリアのメッシーナ海峡に現れるファタ・モルガナの

短い紹介と南極での蜃気楼や四角い太陽やグリーンフ

ラッシュの美しい写真が掲載されている．第15章は

「天気予報を利用して東京から日帰りで蜃気楼を見に

行こう」のタイトルで魚津の蜃気楼観察に特化した関

東の住民向けの記述があり，実際に蜃気楼を手軽に体

験してみたい人には非常に有益な内容である．

第３部の「蜃気楼を研究しよう！」では科学的にも

う一歩踏み込んだ内容を紹介しており，魚津の蜃気楼

が陸域から富山湾への暖気移流によること，幾何光学

による光路のシミュレーション（レイトレーシング）

による蜃気楼の再現，実験室で作る蜃気楼など理科教

育的にも興味深い内容となっている．第４部の「蜃気

楼の歴史と美術」の内容は前３部の自然科学的な見方

ではなく人文科学的な切り口となっており，東洋で最

初の蜃気楼の記述として中国の司馬遷の「史記」やイ

ンドの龍樹の「大智度論」が紹介されている．紙面の

制約から，蜃気楼に関連する美術工芸品の写真はモノ

クロとなっているが，そのカラー版が載せられている

日本蜃気楼協議会のURLが紹介されていて，よりリ

アルな美術工芸品を見たい読者にはありがたいもので

ある．

本書は確かに一般向けに平易な内容になっている

が，記述に足りない部分や問題のある箇所もある．

「蜃気楼のすべて」と謳うからには文字通りすべてに

近い記述が必要であろう．例えば，熱された壁の横で

見られる水平方向の側位蜃気楼（lateral mirage）の

記述がなく，像の位置が高くなるルーミング（loom-

ing）と低くなるシンキング（sinking），像が伸びる

タワーリング（towering）と縮むストゥーピング

（stooping）などの文献で散見される言葉も使われて

いない．さらに，正立（erected）と倒立（invert-

ed），単一像（single image）や 多像（multiple
 

images）の説明もほしいところである．平易さと正

確さの両立は難しいところであるが，実際の蜃気楼は

上位蜃気楼なら正立，下位蜃気楼なら倒立と決まって

いる訳ではなく，いろいろなバリエーションも存在す

ることの記述も必要である．

本文中には「下方蜃気楼は頻繁に見られる現象で，

一般の「蜃気楼」といえば珍しい上位蜃気楼」と記述

されており，下方蜃気楼の図や写真も非常に少ないの

が気になる．確かに，逃げ水を下位蜃気楼にカウント

すればそうだが，地上の遠景が普段と異なって見える

という狭い定義をすれば逃げ水や太陽の変形は除外さ
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れ，頻度についての比較は客観的な観測結果が必要に

なるであろう．下位蜃気楼は，多くの場合，不安定な

成層が必要で，この条件下で水面上に長い視程が実現

されるためには水温が低く不安定層が薄くなければな

らず，このような気象条件は一般には生じにくい．

（高知工科大学環境理工学群 柴田清孝)
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９回宇宙科学奨励賞公募の第 内

公益財団法人宇宙科学振興会では，宇宙科学分野で

優れた

ご案

業績を挙げ，宇宙科学の発展に寄与した若

手研究者を顕彰し，宇宙科学奨励賞を授与いたしま

す．ここに2016年度の第９

研究

宙科学奨励賞候補者の

ご推薦を募集いたします．推薦要綱の詳細は当財団の

ホームページ（http://www.spss.or.jp）に掲示して

おりますが，当奨励賞の概要は以下の通りです．皆様

の周りで優れた業績をあげ将来の活躍が期待され

回宇

手研究者をご存知の際には，是非ともご推挙いただき

ますようお願い申し上げます．

表彰の趣旨：宇宙理学（地上観測を除く）分野及び宇

宙工学分野で独創的な研究を行い，宇宙科学の進展

に寄与する優れた研究業績をあげた若手研究者個人

を顕彰する．

授与機関：公益財団法人宇宙科学振興会

候補者：上記分野で優れた業績をあげた当該年度の４

月１日現在37歳以下の若手研究者個人．候補者の推

薦は他薦に限る．

業績の審査：業績の審査は，推薦理由となる研究業績

に関連して発表された論文に基づいて，当

る若

が設

置する選考委員会において行う．

賞の内容：授賞は原則として毎年宇宙理学関係１名，

宇宙工学関係１名とする（ただし適格者のいない場

合は受賞者なしとする場合がある）．受賞者には本

賞（賞状と表彰楯）および副賞（賞金30万円）が贈

られる．

推薦締切日：2016年10月31日（月）必着．

表彰式：選考結果は2017年１月に推薦者と受賞者に通

知するとともに，当財団ホームページにおいて発表

する．その後2017年３月に表彰式を行い，受賞者に

は受賞対象となった研究に関する講演をしていただ

く．

なお，推薦の手続きの詳細については財団のホーム

ページ（http://www.spss.or.jp）をご覧いただき，

推薦書式をダウンロードして必要事項を記載の上，

(1)候補者の略歴，(2)論文リスト，および (3)推

薦の対象となる論文の別刷等必要書類を添付の上，電

子メールにてご提出下さい．

お問い合わせ先および推薦書送付先：

〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1

公益財団法人宇宙科学振興会 事務局

E-mail：admin＠spss.or.jp
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